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西
長
嵩た

か
ら良

さ
ん
（
幸
町
）
は
高
校
卒
業
後
、
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
合
同
会
社
に
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
北
東

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
睦
や
地
区
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、８
月
14
日
に
行
わ
れ
た
第
77
回
小
国
町
成
人
式
で
は
実
行
委
員
長
も
つ
と
め
ま
し
た
。
西
長
さ
ん
は
、

「
睦
や
体
協
な
ど
の
活
動
は
若
い
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
町
内
の
若

者
が
行
事
な
ど
の
主
体
と
な
り
、
町
に
活
気
を
与
え
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。



この夏のこの夏の

「高温・少雨」「高温・少雨」に対してに対して
～異常気象への対策のあり方を考える～～異常気象への対策のあり方を考える～

 ６月以降、本町においても記録的な高温・少雨となり、６月以降、本町においても記録的な高温・少雨となり、
町内全域で水不足が懸念される気候状況となりました。町内全域で水不足が懸念される気候状況となりました。
　町では、いち早く現状の情報収集と情報共有を行いな　町では、いち早く現状の情報収集と情報共有を行いな
がら、必要な対策を実施しています。がら、必要な対策を実施しています。
　今月は、高温・少雨への対応について、農業への影響　今月は、高温・少雨への対応について、農業への影響
を中心に紹介し、自然に対する向き合い方を考えます。を中心に紹介し、自然に対する向き合い方を考えます。
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記
録
的
な
高
温
・
少
雨

町
に
お
け
る
対
応

▲町民プールの開放中止を知らせる案内

（気象庁HP　過去の気象データより）

直近３年間における７月の降水量（単位：mm)

＜各年ごとの合計降水量＞
令和５年７月 :287.0mm
令和６年７月 :647.5mm（月間観測史上２番目に多い）
令和７年７月 :　8.5mm（月間観測史上最少）

　

本
年
７
月
は
本
州
付
近
へ
の

太
平
洋
高
気
圧
の
張
り
出
し
が
強

く
、
晴
れ
て
高
温
に
な
っ
た
日
が

多
か
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
日
本

全
国
に
お
い
て
記
録
的
な
高
温
・

少
雨
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
の
７

月
の
高
温
・
少
雨
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
最
高
気
温
が
30
℃
を
超
え

る
日
が
27
日
間
記
録
さ
れ
、
７
月

30
日
に
は
本
町
観
測
史
上
２
番
目

の
高
さ
と
な
る
37
・
７
℃
（
最
も

高
く
な
っ
た
の
は
１
９
９
４
年
８

月
16
日
に
観
測
し
た
38
・
０
℃
）

を
観
測
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
高

温
を
記
録
し
ま
し
た
。
少
雨
に
つ

い
て
は
、
月
降
水
量
が
観
測
史
上

最
少
と
な
る
８
・
５
mm
（
２
番
目

は
１
９
８
５
年
８
月
に
観
測
し
た

14
・
０
mm
）
を
記
録
し
、
高
温
と

同
じ
く
記
録
的
な
少
雨
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

町
で
は
い
ち
早
く
情
報
共
有
し
対

応
を
行
っ
て
お
り
、
町
長
を
ト
ッ

プ
と
し
た
渇
水
対
策
に
か
か
る
会

議
を
、
７
月
上
旬
か
ら
８
月
上
旬

に
か
け
て
９
回
開
催
し
ま
し
た
。

７
月
９
日
に
実
施
し
た
第
１
回
の

会
議
に
お
い
て
は
、
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
の
方
策
と
し

て
、町
民
プ
ー
ル
の
開
放
見
送
り
、

上
水
道
に
お
け
る
水
源
地
お
よ
び

配
水
池
の
水
位
低
下
に
伴
う
深
夜

の
時
間
帯
で
の
給
水
調
整
、
防
災
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3
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が
順
調
に
進
ま
ず
、
通
常
よ
り
１

週
間
か
ら
10
日
ほ
ど
遅
れ
て
い
ま

す
。
田
沢
頭
地
区
は
も
と
も
と
山

の
ふ
と
こ
ろ
が
浅
く
、
水
資
源
に

乏
し
い
地
区
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
渇
水
は
今
ま
で
に
経
験
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
高
温
・
少
雨

の
状
況
が
、
コ
メ
の
収
量
・
品
質

に
ど
れ
だ
け
影
響
す
る
か
心
配
で

す
。」

　

ま
た
、
同
様
に
町
内
で
コ
メ
作

り
を
行
う
農
家
の
佐
藤
義
昭
さ
ん

（
舟
渡
）
は
「
水
田
の
水
管
理
に

つ
い
て
は
、
農
業
用
水
と
し
て
利

用
し
た
後
に
出
る
排
水
も
再
利
用

し
て
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
特
に
雨
が
少
な
か
っ
た
た
め

に
、
用
水
路
か
ら
離
れ
た
場
所
の

稲
は
、
水
不
足
が
生
育
に
大
き
く

影
響
し
て
お
り
、
先
端
が
茶
色
く

枯
れ
て
し
ま
っ
た
稲
も
あ
り
ま

す
。
現
在
は
、
順
調
に
生
育
し
て

い
る
稲
を
優
先
的
に
水
の
管
理
を

行
う
と
い
っ
た
対
応
を
と
っ
て
い

ま
す
。
」
と
今
期
の
状
況
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
内
各
地
に
お

　

こ
の
記
録
的
な
高
温
・
少
雨
に

よ
り
、
適
切
な
気
温
・
水
管
理
が

必
要
と
さ
れ
る
農
作
物
は
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
町
内
の

コ
メ
作
り
お
よ
び
水
田
の
状
況
に

つ
い
て
、
水
稲
農
家
の
伊
藤
孝
太

郎
さ
ん
（
田
沢
頭
）
に
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
「
今
期
は
豪
雪

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
春
先
に
か

け
て
は
雪
解
け
水
が
豊
富
で
当
初

は
生
育
状
況
も
順
調
で
し
た
。
し

か
し
、
６
月
ご
ろ
か
ら
の
少
雨
に

よ
り
、稲
か
ら
新
た
な
茎
が
生
え
、

稲
が
枝
分
か
れ
を
し
て
い
く
『
分

げ
つ
』
の
段
階
で
水
不
足
の
状
態

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状
態
は
、

最
も
水
を
必
要
と
す
る
７
月
末
か

ら
８
月
に
か
け
て
の
出
穂
期
に
お

い
て
も
続
い
て
い
る
た
め
、
生
育

▲松岡頭首工で行われた河床整正工事の様子

　
水
稲
に
お
け
る

　
　
　
渇
水
の
現
状

▲伊藤孝太郎さん

ラ
ジ
オ
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
節
水
の
呼
び
か
け
を
決
定

し
、
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
、
町

民
プ
ー
ル
開
放
中
止
と
給
水
調
整

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
間
の
状
況
と
し

て
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
舟
山

昭
二
さ
ん
（
あ
け
ぼ
の
）
は
「
７

月
か
ら
雨
が
全
く
降
ら
ず
、
水
不

足
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
給
水
調
整
な

ど
も
あ
り
、
料
理
や
入
浴
な
ど
の

時
も
、
問
題
な
く
水
を
使
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
８
月
に

入
っ
て
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
水

源
地
の
水
位
が
回
復
し
、
８
月
８

日
を
も
っ
て
給
水
調
整
を
解
除
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
議
に
お
い
て
は
、

水
資
源
の
安
定
供
給
が
必
要
な
農

業
施
設
の
状
況
確
認
も
行
わ
れ
、

高
温
・
少
雨
に
よ
る
影
響
に
対
応

す
る
た
め
、
農
業
用
水
を
取
水
し

て
い
る
松
岡
頭
首
工
の
河
床
整
正

（
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

河
床
の
凸
凹
を
整
え
る
こ
と
）
工

事
や
、
か
ん
が
い
用
水
の
汲
み
上

げ
に
か
か
る
許
可
申
請
な
ど
、
緊

急
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し

た
。
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い
て
顕
在
化
し
て
い
る
高
温
・
少

雨
に
よ
る
水
田
へ
の
影
響
と
こ
れ

か
ら
の
予
測
に
つ
い
て
、
町
内
農

家
の
収
益
性
向
上
と
本
町
農
業
の

活
性
化
に
向
け
、
日
頃
か
ら
町
内

農
家
の
か
た
か
ら
の
相
談
や
、
現

場
の
確
認
な
ど
に
丁
寧
に
対
応
い

た
だ
い
て
い
る
置
賜
総
合
支
庁
産

業
経
済
部
西
置
賜
農
業
技
術
普
及

課
専
門
普
及
指
導
員
の
髙
橋
航
平

氏
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
渇
水
で
用
水
が
確
保
で
き
な
か

っ
た
圃
場
で
は
、
水
不
足
の
影
響

で
葉
が
針
状
に
巻
く
症
状
が
見
ら

自
然
と
向
き
合
う 

れ
ま
し
た
。
８
月
上
旬
の
降
雨
で

回
復
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
部
の

稲
株
で
出
穂
が
遅
れ
る
な
ど
の
症

状
が
残
り
、
同
じ
田
ん
ぼ
の
中
で

も
、
出
穂
時
期
に
大
き
な
ズ
レ
が

生
じ
て
い
ま
す
。
出
穂
時
期
の
早

晩
に
よ
っ
て
登
熟
の
進
み
具
合
が

大
き
い
場
合
、
籾
数
が
減
少
し
て

減
収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
生

育
の
状
況
や
今
後
の
管
理
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
当
課

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
」 

化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
予
測
が
難
し
い
自
然
と
向
き

合
い
な
が
ら
、
町
民
の
命
や
財
産

を
守
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
町
で
は
す
み
や
か
な
情
報
収
集

と
情
報
共
有
を
進
め
、
経
済
的
な

支
援
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
や
県

な
ど
と
い
っ
た
関
係
機
関
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
災
害
へ
の
迅

速
な
対
応
と
被
害
防
止
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
状
況
に
対
応
し
、

農
家
等
を
支
援
す
る
た
め
、
本
年

７
月
29
日
に
「
令
和
７
年
度
小
国

町
渇
水
被
害
対
策
緊
急
支
援
事
業

費
補
助
金
」
を
制
定
し
、
本
年
６

月
以
降
の
渇
水
に
お
け
る
、
か
ん

が
い
用
機
械
等
の
借
上
げ
ま
た
は

購
入
、
燃
料
費
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
田
沢
頭
地
区
の
農
業

用
水
の
貯
水
と
、
豪
雨
な
ど
に
よ

る
洪
水
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
59
年
に
造
ら

れ
た
田
沢
頭
た
め
池
に
つ
い
て
、

今
年
度
よ
り
水
底
の
土
砂
を
引
き

上
げ
る
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
実
施

し
、
貯
水
量
の
確
保
と
、
洪
水
な

ど
の
水
害
の
被
害
防
止
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
な
ど
に
伴
う
異
常

気
象
に
よ
り
、
今
後
も
発
生
す
る

可
能
性
の
あ
る
災
害
に
対
し
て

は
、
被
害
発
生
時
と
発
生
後
の
対

応
を
適
切
に
行
い
、
被
害
を
最
小

▲佐藤義昭さん

▲髙橋航平専門普及指導員

▲しゅんせつ工事を開始する田沢頭ため池

広報おぐに　2025.9
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　令和７年度全国高等学校総合体育大会中国総体に出場
した高校生４人、第49回全日本高校ボウリング選手権大
会に出場した高校生２人、第43回全国ホープス卓球大会
および全日本卓球選手権大会に出場した小学生１人に、
大会に先立ち７月22日に激励金交付式を行い、町長など
から激励金を交付しました。選手からは「本番で自己ベ
ストを更新したい」と力強い意気込みが述べられました。

写真左から：伊藤咲喜さん／保科柾斗さん／保科優斗さん
横山景太朗さん／遠藤風吹さん／齋藤愛佳さん

第61回戦没者追悼式第61回戦没者追悼式

これからの平和な世界を願ってこれからの平和な世界を願って

地域にとびだせ！夏休みチャレンジウィーク地域にとびだせ！夏休みチャレンジウィーク

体験活動で楽しみながら学びを深める体験活動で楽しみながら学びを深める

　７月25日から８月21日にかけて、白い森学習支援

センター主催の「夏休みチャレンジウィーク」が展

開され、学習会やサイエンス講座、地域体験学習講

座が開催されました。

　このうち７月31日におぐに開発総合センターで行

われた小学４～６年生向けのサイエンス講座では、

日本重化学工業㈱山形事業所のかたを講師として迎

え、磁石の力で浮かび上がるコマや液化窒素を使っ

たアイスクリームづくりなどを通して、科学の面白

さを実際に体験し、楽しみながら学んでいました。

　８月５日、第61回小国町戦没者追悼式が、おぐ

に開発総合センターで挙行され、参列した遺族や

関係者が、本町の戦没者の御霊に哀悼の意を捧げ

ました。

　式では叶水中学校３年生の野崎晴木さんが「戦争

を経験したかたが少なくなる中で、経験していない

私たちが勉強して歴史を語り継ぎ、争いのない社会

を目指すことが重要な役割だと感じます。」と平和

を願うメッセージを朗読しました。

▲液化窒素を使ってアイスクリームづくりに挑戦！

▲野崎晴木さんによる平和を願うメッセージの朗読

出場選手（競技名　選手名（学年）・所属）
■バレーボール女子　遠藤風吹さん（２年）・米沢中央高校
■陸上競技　横山景太朗さん（３年）・米沢中央高校
■ホッケー　齋藤愛佳さん（２年）・米沢鶴城高校
■ボウリング　保科優斗さん（３年）・保科柾斗さん（１年）・創学館高校
■卓球　渡邉紗也さん（２年）・山形城北高校
■卓球女子個人・団体　伊藤咲喜さん（６年）・小国小学校

全国大会出場激励金交付式全国大会出場激励金交付式

小国から全国へ！小国から全国へ！
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おぐに夏まつり・町民花火大会おぐに夏まつり・町民花火大会

小国の夏を満喫！小国の夏を満喫！

　小国町まちづくりパートナーシップモデル事業を

きっかけに結成された北東部コミュニティ睦が主催

する「北東部地区納涼盆踊り祭2025」が８月11日に大

宮子易両神社を会場として開催されました。

　会場には多くのかたが来場し、縁日の射的やスマー

トボールに熱中したり、出店の食事を楽しんだりと大

きな盛り上がりを見せていました。

　盆踊りでは子どもの部と大人の部に分かれ、盆踊り

保存会のかたとともに、一つの大きな輪になり思い思

いに踊りを楽しんでいました。

北東部納涼盆踊り祭2025北東部納涼盆踊り祭2025

地域の絆を一つに睦み合う地域の絆を一つに睦み合う

第77回小国町成人式第77回小国町成人式

決意を新たに、大人への第一歩決意を新たに、大人への第一歩

　８月９日、おぐに夏まつり・町民花火大会が小国

中学校グラウンドを会場に開催されました。

　会場には飲食物の出店やこども縁日が数多く並

び、花火の打ち上げの前には町内団体やパフォー

マーによるダンスパフォーマンスが行われました。

　花火大会では、色とりどりの花火が舞い上がり、

ドンという大きな音とともに小国の夜空を彩る様子

に大勢の観客から歓声があがっていました。花火を

見た帰省客からは「花火の光に加えて音も迫力があ

り、とても見ごたえがあった」と感想が聞かれまし

た。 ▲こども縁日の様子

　８月14日、第77回小国町成人式がおぐに開発総合

センターで開催され、新成人38人が参列しました。

　成人者代表あいさつとして、西長嵩良さん（幸町）

が「小国町で生まれ育ったことを誇りに思いながら、

これからも輝きのある町や国の創造のために貢献し

ていきたいです。」と成人の誓いを読み上げました。

　会場では、久々に顔を合わせた仲間同士の笑顔が

あふれ、前よりも成長した姿に驚いた様子を見せな

がら、思い出話に花を咲かせながら再会を喜んでい

ました。
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挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～
小
国
高
校
魅
力
化
通
信
㊽
～

！！

　

７
月
25
日
㈮
と
７
月
26
日
㈯
の
２

日
間
、
小
国
高
校
を
会
場
と
し
て
「
第

８
回
全
国
高
等
学
校
小
規
模
校
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
始
ま
り
８
回
目
と

な
る
今
回
は
、
全
国
９
県
（
岩
手
、

山
形
、
福
島
、
栃
木
、
新
潟
、
長
野
、

徳
島
、
高
知
、
島
根
）
の
あ
わ
せ
て

14
校
か
ら
１
１
９
人
の
生
徒
が
小
国

高
校
に
集
結
し
、
小
規
模
校
の
未
来

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

普
段
、
全
く
異
な
る
場
所
で
学
ぶ

高
校
生
た
ち
が
、
小
規
模
校
と
い
う

テ
ー
マ
で
一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
や
直
面
し
て
い
る
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う
こ
と
で
、

多
く
の
生
徒
が
新
た
な
気
づ
き
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

～
参
加
し
た
生
徒
の
声
～

　

「
ど
ん
な
状
況
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
力
と
情
熱
で
す
ぐ
に
仲
良

「
第
８
回
全
国
小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
特
別
号　

く
な
れ
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
問

題
点
や
解
決
策
も
一
つ
の
考
え
方
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
意
見
を
聞
い
て

学
ん
で
、
視
野
を
広
げ
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
！
」（
岩
手
県
立
大
迫
高
等
学

校
生
徒
）

　　

「
３
年
間
参
加
し
て
い
て
、
今
年
が

最
後
な
の
が
本
当
に
寂
し
い
く
ら
い

に
楽
し
い
サ
ミ
ッ
ト
で
し
た
。
毎
年

各
校
か
ら
新
た
な
学
び
を
得
て
、
遊

佐
高
校
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る

素
敵
な
会
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
の

小
規
模
校
生
と
考
え
を
共
有
し
合
い
、

対
話
を
し
、
新
た
な
価
値
や
風
を
吹

か
せ
ら
れ
る
こ
と
は
日
本
の
未
来
を

変
え
て
い
く
上
で
本
当
に
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
来
年
は
大
学
生
に
は
な

り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
！

参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」（
山
形

県
立
遊
佐
高
等
学
校
生
徒
）

　
　

　

「
他
の
高
校
の
生
徒
と
話
す
機
会
は

少
な
い
の
で
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。」（
山
形
県
立
小
国

高
等
学
校
生
徒
）　

　　

「
初
対
面
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力

が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。」（
山

形
県
立
小
国
高
等
学
校
生
徒
）

　

「
今
回
聞
い
た
参
加
校
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
を
、
小
国
高
校
に
も
活
か

せ
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。」（
山

形
県
立
小
国
高
等
学
校
生
徒
）

グループで地域課題の意見を出し合う

各校による取り組み紹介の様子

広報おぐに　2025.9
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後期高齢者の医療費が２割負担の後期高齢者の医療費が２割負担の
かたへの配慮措置が終了しますかたへの配慮措置が終了します

　令和７年９月診療分をもって、医療費が２割負
担のかたの1カ月の外来医療の窓口負担を、1割負
担の額から３千円以内の増加額に抑える配慮措置

（入院の医療費は対象外）が終了となります。
　令和７年10月診療分以降につきましては、本措
置の終了に伴い、医療機関での窓口負担がこれま
でよりも増えたり、高額療養費等の給付額が少な
くなったりする可能性があります。
■問合先　

　厚生労働省後期高齢者医療の制度改正に係るコールセンター

� （☎0120-117-571）

　山形県後期高齢者医療広域連合（☎0237-84-7100）

　町民課国保医療担当（☎62-2260）へ

あなたの命を守るあなたの命を守る
マイナ救急が始まりますマイナ救急が始まります

「マイナ救急」とは・・・
　救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証
として利用登録したマイナンバーカード）を活用し、
傷病者の医療情報等を閲覧する仕組みのことです。
　この制度は10月１日から運用を開始します。詳
しくは西置賜行政組合消防本部のホームページ「あ
なたの命を守るマイナ救急が始まります」をクリッ
ク、または二次元コードを読み込んでください。
■問合先　

　西置賜行政組合消防本部救急救助課（☎0238-88-1784）へ

　　　　　　←西置賜行政組合消防本部のホーム　

　　　　　　　ぺージはこちらからご確認ください。

令和７年度コミュニティ助成事業
大宮親交会が宝くじの助成金で地域イベント用備品を整備

　大宮親交会（遠藤薫会長）では、令和５年度に近隣５地区と連携し「北東部納涼盆踊り祭」を約30
年ぶりに復活させ、地域を超えた新たな交流づくりに取り組んでいます。

　本年度、こうした交流づくりの安定的かつ継続的な運営体制を確保するため、これらの活動に要す

る音響機材、照明、発電機等を自主備品として整備しました。これは、宝くじの社会貢献広報事業と

して、宝くじの受託事業収入を財源として実施しているコミュニティ助成事業を活用し整備したもの

です。整備したおもな備品は次のとおりです。

ＣＤプレーヤー付卓上形アンプ、ワイヤレスチューナー、ワイヤレスマイクロホン、マイクロホンス

タンド、ワイドレンジスピーカー、スピーカースタンド、発電機、ＬＥＤミニバルーンライト、氷削機、

アイスボックスサンストッカー、コードリール、ミストファン、テント

広報おぐに　2025.9
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屋外広告物の適正な管理と安全点検をお願いします屋外広告物の適正な管理と安全点検をお願いします
　近年、全国的に適正に管理されていない屋外広告物が落下又は倒壊する事故が発生しており、屋外広告
物の安全性の確保がこれまで以上に求められています。
　公衆に対する危害の防止のために定期的な点検と、必要に応じ補修などの措置を講じることが義務化さ
れています。
＜最近の事故＞

・令和４年６月　山形市内で空き店舗の壁面利用広告板が剥がれ落ち、歩道をふさぐ

・令和２年６月　尾花沢市内で建植広告板が倒れ、歩道をふさぐ

・令和元年５月　寒河江市内の駐車場で高さ９．６ｍの建植広告板が倒れ、乗用車１台が破損

・平成29年５月　米沢市内で高さ10ｍの建植広告板が強風により、歩道に倒壊

・平成25年９月　山形市内の商業ビルの壁面利用広告板が10ｍの高さから歩道に落下

■問合先　山形県置賜総合支庁西置賜建設総務課（☎0238-88-8223）へ

町内企業２社から寄付金が贈呈されました

　荒川興業株式会社（鈴木義昭代表取締役社

長）と安部工業株式会社（八島光治代表取締

役社長）より、株式会社山形銀行の寄付型私

募債を活用した、本町への寄付金の贈呈が行

われ、８月５日に寄付贈呈式が実施されまし

た。

　寄付金はそれぞれ、荒川興業株式会社は来

年度完成予定の「小国町次期総合センター（仮

称）」の図書購入費として、安部工業株式会社

は本町の将来を担う子どもたちのために活用

することを目的として寄贈いただきました。

生活協同組合共立社と
包括連携協定を締結しました

　町では、生活協同組合共立社（渡邊一弥理

事長）と高齢者や子育て家庭に対する見守り

や買い物支援、災害時対応などにおいて包括

連携協定を締結し、８月19日に包括連携協定

締結式が行われました。

　共働き世帯が多い本町において、宅配業務

を強みとする共立社の資源とノウハウを生か

した住民生活の支援を行い、地域社会の活性

化、持続可能な社会づくりを進めていきます。

広報おぐに　2025.9

10



令和８年度「つや姫」生産者、「雪若丸」生産者組織の募集令和８年度「つや姫」生産者、「雪若丸」生産者組織の募集
　県および町では、令和８年度「つや姫」生産者、「雪若丸」生産者組織を募集しています。
■申請手続

　①つや姫: �生産者組織（ＪＡ、米集組合、法人などの集団）または農業者個人が町を通して申請	

【提出先：農林振興課農政農村担当】

　②雪若丸：生産者組織（ＪＡ、米集組合、法人、３戸以上の農業者組織など）で申請

　　　　　　【提出先：西置賜農業技術普及課】

■募集期間　９月12日㈮まで

■そ の 他

　�水稲作付面積や栽培方法等の要件があります。令和６年度に認定・登録されているかた（組織）

も申請が必要です。

■問 合 先　農林振興課農林振興室（☎62-2408）へ

広報おぐに　2025.9



お
知
ら
せ

「
く
ら
し
と
お
か
ね
講
演
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内

小
坂
町
団
地

　
３
Ｄ
Ｋ　

６
戸

　
　
　
　

（
２
階
、
３
階
、
４
階
）

◎
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限
　
９
月
10
日
㈬

◎
入
居
時
期
　
10
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先
　
地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
日
時　

　

第
１
種　

11
月
11
～
13
日

　

第
２
種　

11
月
18
～
20
日

■
場
所　

　

山
形
市
（
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
）

■
受
付
期
間　

　

９
月
15
日
（
月
・
祝
）
～
10
月
６
日
㈪

■
申
込
方
法　

申
込
用
紙
を
日
本

　

消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■�

申
込
・
問
合
先　

（
一
財
）
山
形

県
消
防
設
備
協
会
（
☎
０
２
３

‐
６
２
９
‐
８
４
７
７)

へ

■
日
時　

11
月
９
日
㈰　

13
時
30
分
～

■
場
所　

協
同
の
森
Ｊ
Ａ
研
修
所
（
山
形
市
）

■
申
込
期
間　

９
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

■
そ
の
他　

講
習
会
は
開
催
せ
ず
、

　

資
料
送
付
（
希
望
者
の
み
）
に

　

よ
る
自
習
方
式
と
な
り
ま
す

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課
水

　

道
業
務
担
当
（
☎
62-

２
４
３
１
）
へ

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

第
35
回
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
県
内
統
一
試
験
の
ご
案
内

山
形
県
企
業
局
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内

■
日
時
　
10
月
５
日
㈰　

午
後
３
時

■
場
所　

米
沢
市
民
文
化
会
館
　

■
演
奏
・
指
揮

　
山
形
交
響
楽
団
・
長
峰
大
輔

■
内
容
　
映
画
音
楽
や
心
な
ご
む

美
し
い
イ
ー
ジ
ー
リ
ス
ニ
ン
グ
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
の
エ
ッ
セ

ン
ス
等
会
場
の
皆
さ
ま
が
楽
し

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
申
込
人
数
を
記
入
の
上
、

往
復
は
が
き
で
申
込
（
申
込
１
回

に
つ
き
２
人
ま
で
申
込
可
能
）　

■
申
込
締
切
　
９
月
16
日
㈫
必
着

■
申
込
・
問
合
先　

株
式
会
社
イ

ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
ガ
ッ
ツ
内

山
形
県
企
業
局
コ
ン
サ
ー
ト
係

（
☎
０
２
３
‐
６
３
５
‐
０
５
７

６
）
へ

置
賜
地
区
手
話
交
流
会
の
ご
案
内

■
日
時

　

９
月
27
日
㈯　

10
時
～
12
時　

■
会
場　

高
畠
町
糠
野
目
生
涯
学

　

習
セ
ン
タ
ー
（
東
置
賜
郡
高
畠

　

町
福
沢
南
９
‐
２
）

■
対
象　

ろ
う
者
、
手
話
に
興
味

　

が
あ
る
か
た
な
ど

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
間　

９
月
12
日
㈮
ま
で

■�

申
込
・
問
合
先　

（
一
財
）
山
形

県
聴
覚
障
害
者
協
会
（
☎
０
２
３

‐
６
１
５
‐
３
５
８
２
）
へ

■
日
時

　

11
月
３
日
（
月
・
祝
）

　
　
　

13
時
20
分
～
16
時
35
分　

■
会
場

　

山
形
テ
ル
サ　

ア
プ
ロ
ー
ズ

　

（
山
形
市
双
葉
町
１
‐
２
‐
３
）

■
内
容

　

【
講
演
会
一
部
】「
物
価
上
昇
に

　

負
け
な
い
家
計
術
～
今
こ
そ
見

　

直
す
、
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
支

　

出
ル
ー
ル

　

【
講
演
会
二
部
】
人
生
１
０
０
年

　

時
代
～
上
手
な
た
め
方
・
稼
ぎ

　

方
～

■
定
員　

申
込
順
３
０
０
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

日
本
Ｆ
Ｐ
協

　

会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所
（
☎

　

０
１
２
０
‐
８
７
４
‐
２
５
１
）

　

へ

令
和
８
年
度
日
本
赤
十
字
社
職
員

採
用
試
験
に
つ
い
て

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
令
和

８
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県
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０
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３
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へ
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＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

■９月の広場日程　

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた
■利用時の注意点　
　体調の悪い場合は、利用できません。
■その他
　�お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談に
応じています。

■問合先　子育て支援センター（☎090-9015-8330）へ

曜日・日時 時間 申込

あそびの広場 ９/13㈯
９：00～11：30・13：00～16：00
場所：健康管理センター

不要
なかよし広場 月～金

９：00～11：30・13：00～16：00

場所：アスモ内または健康管理センター

子
育
て
講
座

エアロビクス ９/18㈭10：00～11：30・健康管理センター 要

ヨガ ９/30㈫10：00～11：30・健康管理センター 要

　右の表は８月15日現在でハロー

ワークへ登録された求人のうち、小

国町をおもな就業先としている求人

情報です。既に雇用が確定している

場合もありますので、ご了承くださ

い。求人情報の詳細については、ハ

ローワーク長井（☎84－8609）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

日本テクノ　株式会社　 電気主任技術者（契約） ３人 ９：00～18：00

長谷川工業　株式会社　小国工場

加工スタッフ（ＮＣ旋盤） １人 ８：15～17：15

加工スタッフ（マシニング） １人
８：15～17：15
17：00～２：00

株式会社　ビーネックステク
ノロジーズ　仙台オフィス

半導体部材製造ラインにおけ
る生産技術業務

１人 ８：20～17：10

株式会社　山形銀行
銀行業務

（事務・窓口：小国町内店舗）

１人 ８：30～17：00

１人
８：30～17：00

の間の５時間

山和建設　株式会社 事務員（業務管理） １人 ７：45〜17：00

特別養護老人ホーム　さいわい荘
（社会福祉法人　おぐに福祉会）

調理員
（未経験応募可・事前見学可）

１人
交替制（シフト制）
６：15～15：15ほか

社会福祉法人　白百合保育園
保育士【未経験者・ブランクのある
かたも応募歓迎】

１人
交替制（シフト制）
７：00～15：30ほか

株式会社　横川建設

重機オペレーター見習い ２人

８：00～17：00

作業員（分別作業等） ２人

現場管理（１級または２級土
木施工管理技士）

１人

事務員 ２人

おぐに白い森　株式会社
フロント業務員 １人 変形労働時間制

６：30～16：00ほか
応接員 １人

認定こども園　すみれ保育園
（社会福祉法人　愛育福祉会）

（臨）保育教諭 １人 ９：00～16：00

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。

※町ホームページに求人情報を掲載しています。

今月の納税
�　９月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

●９月2 6日㈮　
　水道料、下水道料、簡易水道料

●９月3 0日㈫
　固定資産税、国民健康保険税・

後期高齢者医療保険料・介護保険

料、住宅使用料、児童福祉使用料

■問合先

　税務課税政管理室
　（☎62－2403）へ

２０２５．９

『やまがた終活セミナー in　おきたま』

のご案内

　町では、終活の基本から実践までやさしく学べる終活セミ
ナーを西置賜地区市町および民間企業と共催して開催します。
　
■日時　10月４日㈯　12時30分～16時15分

■場所　飯豊町町民総合センター「あ～す」

■内容　講演「終活の始め方」・実践「エンディングノートを書こう」

　　　　個別相談会

■講師　佐々木　悦子氏

　　　　（一般社団法人日本エンディングサポート協会　理事長）

■申込方法　飯豊町地域整備課住宅政策室へ電話での申込

■申込期間　９月30日㈫まで

■問合先　飯豊町地域整備課住宅政策室（☎0238-87-0882）

　　　　　町民課危機管理担当（☎62-2261）へ
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入札結果情報（令和７年７月21日～令和７年８月20日実施）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工事・事業名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R7.7.30 令和７年度　町道湯沢長者原線舗装補修工事 小玉川地内 R7.9.30 20,490,000 玉川開発㈱ 20,400,000

R7.7.31 総合スポーツ公園高圧ケーブル等改修工事 小国町地内 R7.12.26 5,000,000 ハイコー㈱ 4,800,000

R7.8.5 令和７年度　林道橋橋梁点検業務委託 小国小坂町地内ほか R8.1.30 7,860,000 ㈱ケンコン 7,700,000

R7.8.20 令和７年度　次期総合センター建設事業備品購入その１ 岩井沢地内 R8.3.31 22,129,000 ソック㈱ 16,000,000

R7.8.20 令和７年度　次期総合センター建設事業備品購入その２ 岩井沢地内 R8.3.31 7,540,000 ㈱事務機センター青光社 7,500,000

単位（円）

山形県埋蔵文化財センター巡回展示山形県埋蔵文化財センター巡回展示
「発掘された小国町の遺跡」

■日　時　９月10日㈬～10月30日㈭

■場　所　横川ダム管理支所「きてくろ館」

■内　容　町内遺跡の出土品の展示・紹介

■問合先　�（公財）山形県埋蔵文化財センター	

（☎023-672-5301）または教育振興課

　　　　  生涯学習担当（☎62-2141）へ

水源の郷パークゴルフ場水源の郷パークゴルフ場
町民無料開放デーのご案内町民無料開放デーのご案内

水源の郷パークゴルフ場町民無料開放デーを
実施いたします。皆さまのご来場をお待ちし
ております！
■日　時　９月23日（火・祝）・10月13日（月・祝）
　　　　　いずれも８時30分～17時
■申込・問合先　
　水源の郷パークゴルフ場（☎65-2086）へ

ふるさとミライカレッジ事業
大学生が地域行事に参加・体験
　本年度実施している大学生が地域でフィー
ルドワークを行い、地域課題の解決案を提案
する「ふるさとミライカレッジ事業」の取り
組みとして、８月７日から13日まで早稲田大
学公認ボランティアサークル「いぐべおぐに」
のメンバー及び首都圏の大学生で組織されて
いる地域づくりインターンの会の学生が本町
を訪れ、大宮子易両神社でのしめ縄づくり、
おぐに夏まつり、北東部納涼盆踊り祭などに
参加しました。
　活動では、地域のかたがたとの触れ合いを
通して、地域に対する関心と理解を深めてい
る様子が見られました。

▲しめ縄づくり体験の様子
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●総合センター（教育振興課） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 090ー9015ー8330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808　

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス https://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス https://www.ogunibyoin.jp/
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編集後記

人口のうごき（令和７年７月31日現在）

人口　男・・・3,199人 （－ ９）
　　　女・・・3,136人 （－ ８）
　　　計・・・6,335人 （－ 17）
世帯数　　　2,871世帯 （－ ３）

（ ７ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

戸籍のまど戸籍のまど

西
小 国 町

景 太
真 菜（ 木 戸

安 部

おくやみ申し上げます。

齋 藤

齋

佐 藤

渡 邊

伊 藤

樋 口

渡 部

加 藤

伊 佐 領

岩 井 沢

小国小坂町

緑 町

小 国 町

栄 町

東 原

東 原

ゆり子

オツヤ

紀 子

峯 夫

惠 子

喜 一

鍊太郎

政 美

（90）

（100）

（90）

（80）

（77）

（89）

（89）

（88）

■日　時　９月27日㈯　10：00～11：00

■場　所　小国町民総合体育館

■内　容　「初めてのソフトエアロビクス」

■対象者　主に初心者のかた

■参加費　無料

■持ち物　バスタオル、飲み物、内履き

■申込締切　９月24日㈬

※どなたでもできる心肺機能を鍛える運動です。

　さわやかな汗を流してみませんか。

■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

おぐにスポーツイベント
９月の

結婚おめでとうございます。

特定非営利活動法人

小 国 町
小 国 町

直 也
雅 久（ 竹 田

鈴 木

あけぼの
飯 豊 町

朋 宏
沙 織（ 五十嵐

舩 山

やまがたＳＤＧｓ推進月間

　ＳＤＧｓは、2015年に国連で採択された「持
続可能な開発目標（Sustainable Development 
Goals）」の略称で、「誰一人取り残されることの
ない」持続可能でより良い社会を目指す世界共
通の目標です。
　山形県では、県全体でＳＤＧｓの達成に向け
行動する「やまがたＳＤＧｓ推進月間」（９月19
日㈮～10月19日㈰）を設定します。「食べ残しを
なくそう」、「家事や育児を平等に分担しよう」な
どの県ホームページに掲載している取組み例な
ども参考に、皆さんも持続可能でより良い社会
に向けて取り組んでみましょう。
　

▲本町では、ＳＤＧｓ推進事業として「Ｇｏ！フードドライブ」
を実施し、小国町社会福祉協議会へ食料品を寄附しました。
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●小国町役場　代表（総務企画課）☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●行政管理室　　　　　　　☎ 62－2112
●観光交流推進室　　　　　☎ 62－2416
●住民窓口担当／町民生活担当／危機管理担当　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

 ☎ 62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448

●企画財政室/次期総合センター建設推進室



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景 No.59No.59

　 大滝地区

　大滝地区では、地区自治会が主体となり昭和58年に全国初となる、地区内の土地利用の指針を
示した『大滝土地憲章』が制定されました。この憲章は地区の“むらづくり”を目的として、地
域の土地のあり方を考え、後世の住民にその土地を受け継いでいくという思いのもと、住民への
アンケートや話し合いをもとにつくられ、制定に至ったものとのことです。
　地域のために知恵を出し合った先人たちの“むらを愛する気持ち”が脈々と後世へと受け継がれ、
美しい景観と住民が共存する姿を上空からもうかがい知ることができます。
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